評価の観点と評価規準　４上

	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	1
角
と
そ
の
大
き
さ
	
	A
	角の大きさに関心をもち，進んで身の回りの角の大きさを測ろうとする。
	180°より大きな角のいろいろな測り方を考え，説明することができる。
	角の測定や作図，および角度のたし算・ひき算が手際よくできる。
	回転角の意味，角度の単位など角の大きさについて確実に理解している。

	
	
	B
	角の大きさに関心をもち，身の回りの角の大きさを知ろうとする。
	180°より大きな角の測り方を考えることができる。
	角の測定や作図，および角度のたし算・ひき算ができる。
	回転角の意味，角度の単位など角の大きさについて理解している。

	2
1

け
た
で
わ
る
わ
り
算
の
筆
算
	①答えが何十・何百
になる計算
	A
	答えが何十・何百になる計算の仕方を，進んで既習のわり算を基に考えようとする。
	答えが何十・何百になる計算の仕方を，10や100を単位にして既習のわり算を使って考え，説明することができる。
	答えが何十・何百になる計算が手際よく計算できる。
	(何十・何百何十)÷(1位数)の計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	答えが何十・何百になる計算の仕方を考えようとする。
	答えが何十・何百になる計算の仕方を，10や100を単位にして既習のわり算を使って考えることができる。
	答えが何十・何百になる計算ができる。
	(何十・何百何十)÷(1位数)の計算の仕方を理解している。

	
	②(2けた)÷(1けた)の筆算
	A
	わり算の筆算に関心をもち，(2位数)÷(1位数)の筆算の仕方を進んで考えようとする。
	色紙を分ける操作と結びつけながら筆算の仕方を考え，説明することができる。
	(2位数)÷(1位数)の筆算，および答えの確かめが手際よくできる。
	(2位数)÷(1位数)の筆算の仕方，および答えの確かめ方を確実に理解している。

	
	
	B
	わり算の筆算に関心をもち，(2位数)÷(1位数)の筆算の仕方を考えようとする
	色紙を分ける操作と結びつけながら筆算の仕方を考えることができる。
	(2位数)÷(1位数)の筆算，および答えの確かめができる。
	(2位数)÷(1位数)の筆算の仕方，および答えの確かめ方を理解している。

	
	③(3けた)÷(1けた)の筆算
	A
	(3位数)÷(1位数)の筆算に関心をもち，進んで筆算でしようとする。
	(2位数)÷(1位数)と同じように考えて，(3位数)÷(1位数)の筆算の仕方を考え，説明することができる。
	(3位数)÷(1位数)の筆算が手際よくできる。
	(3位数)÷(1位数)の筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	(3位数)÷(1位数)の筆算に関心をもち，筆算でしようとする。
	(2位数)÷(1位数)と同じように考えて，(3位数)÷(1位数)の筆算の仕方を考えることができる。
	(3位数)÷(1位数)の筆算ができる。
	(3位数)÷(1位数)の筆算の仕方を理解している。

	
	④暗算
	A
	簡単なわり算は，進んで暗算で行おうとする。
	乗法九九を使ってわり算の暗算の仕方を考え，説明することができる。
	(2位数)÷(1位数)で商が2位数になる暗算がよどみなくできる。
	(2位数)÷(1位数)で商が2位数になる暗算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	簡単なわり算は，暗算で行おうとする。
	乗法九九を使ってわり算の暗算の仕方を考えることができる。
	(2位数)÷(1位数)で商が2位数になる暗算ができる。
	(2位数)÷(1位数)で商が2位数になる暗算の仕方を概ね理解している。

	算数実験室
	かたむき分度器
	A
	身の回りの角の大きさに関心をもち，進んで傾き分度器を使って調べようとする。
	身の回りのいろいろな角をみつけて，角の大きさを見当づけて測ることができる。
	傾き分度器を使って，手際よく身の回りの角の大きさを測ることができる。
	傾き分度器を使って身の回りのいろいろな角の大きさが測れることを確実に理解している。

	
	
	B
	傾き分度器を使って，身の回りの角の大きさを調べようとする。
	角の大きさを見当づけて測ることができる。
	傾き分度器を使って身の回りの角の大きさを測ることができる。
	傾き分度器を使って，身の回りのいろいろな角の大きさをが測れることを理解している。

	わくわく算数学習
	
	A
	算数の学習の仕方に関心をもち，進んで学び方を学ぼうとする。
	わかりやすい算数の説明の仕方を考え，説明することができる。
	手際よく算数の学習の仕方をよみとることができる。
	自分の考えをわかりやすく説明する仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	算数の学習の仕方に関心をもち，学び方を学ぼうとする。


	わかりやすい算数の説明の仕方を考えることができる。
	算数の学習の仕方をよみとることができる。
	自分の考えをわかりやすく説明する仕方を理解している。

	何
倍
で
し
ょ
う
	
	A
	倍に関心をもち，すすんで何倍になるかを考えようとする。
	まとめて何倍になるかに着目し，逆思考で考え，説明することができる。
	関係図をかいて，3要素2段階の逆思考の問題を手際よく解くことができる。
	3要素2段階の逆思考の問題の解き方を確実に理解している。

	
	
	B
	倍に関心をもち，何倍になるかを考えようとする。
	まとめて何倍になるかに着目し，逆思考で考えることができる。
	関係図をかいて，3要素2段階の逆思考の問題を解くことができる。
	3要素2段階の逆思考の問題の解き方を概ね理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	3
折れ線グラフ
	①変わり方を表す
グラフ
	A
	折れ線グラフに関心をもち，進んでいろいろな折れ線グラフから特徴をよみとろうとする。
	折れ線グラフの線の傾きに着目して変化の特徴をとらえ，それを説明することができる。
	折れ線グラフを確実によむことができる。
	折れ線グラフは，変化の特徴を表していることを確実に理解している。

	
	
	B
	折れ線グラフに関心をもち，折れ線グラフから特徴をよみとろうとする。
	折れ線グラフの線の傾きに着目して変化の特徴をとらえることができる。
	折れ線グラフをよむことができる。
	折れ線グラフは，変化の特徴を表していることを概ね理解している。

	
	②折れ線グラフの
かき方
	A
	進んで折れ線グラフに表したり，身の回りから折れ線グラフをみつけようとする。
	変化の様子をわかりやすくするため，折れ線グラフの目盛の大きさや省略を工夫して考え，説明することができる。
	折れ線グラフを手際よくかくことができる。
	折れ線グラフの表し方を確実に理解し，変化がわかりにくいときは途中を省いて表すことを知っている。

	
	
	B
	身の回りから折れ線グラフをみつけようとする。
	変化の様子をわかりやすくするため，折れ線グラフの目盛りの大きさを考えることができる。
	正しく折れ線グラフをかくことができる。
	折れ線グラフの表し方を理解し，変化がわかりにくいときは途中を省いて表すことを知っている。

	4
一
億
を
こ
え
る
数

	①億と兆
	A
	1億を超える数に関心をもち，進んで数のよみ方やかき方を調べていこうとする。
	十進位取り記数法に基づいて，1憶を超える数のよみ方や表し方を考え，説明することができる。
	1億を超える大きな数を手際よく，よんだり，かいたりすることができる。
	1憶を超える大きな数のよみ方，表し方を確実に理解している。

	
	
	B
	1億を超える数に関心をもち，数のよみ方やかき方を調べていこうとする。
	十進位取り記数法に基づいて，1億を超える数のよみ方や表し方を考えることができる。
	1億を超える大きな数をよんだり，かいたりすることができる。
	1憶を超える大きな数のよみ方，表し方を概ね理解している。

	
	②大きな数の計算
	A
	大きな数の計算に関心をもち，すすんで既習の計算を使って計算しようとする。
	大きな数の計算の仕方を，既習事項に基づいて考え，説明することができる。
	大きな数の計算が手際よくできる。
	和，差，積の意味を知り，大きな数の計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	大きな数の計算に関心をもち，既習の計算を使って計算しようとする。
	大きな数の計算の仕方を，既習事項に基づいて考えることができる。
	大きな数の計算ができる。
	和，差，積の意味を知り，大きな数の計算の仕方を理解している。

	5
垂直・

平行と四角形
	①垂直と平行
	A
	直線の交わり方に関心をもち，進んで垂直や平行な直線について調べようとする。
	直線の交わり方に着目し，垂直や平行になっているかどうかを判断し，説明することができる。
	垂直や平行な直線を手際よくみつけることができる。
	垂直や平行の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	直線の交わり方に関心をもち，身の回りから垂直や平行な直線をみつけようとする。
	直線の交わり方に着目し，垂直や平行になっているかどうかを判断することができる。
	垂直や平行な直線をみつけることができる。
	垂直や平行の意味を理解している。

	
	②垂直や平行な直線のかき方
	A
	垂直や平行な直線に関心をもち，進んでかき方を考えようとする。
	垂直や平行の意味に基づいて，垂直や平行な直線のかき方を考え，説明することができる。
	三角定規や方眼紙を使って，手際よく垂直や平行な直線をかくことができる。
	垂直や平行な直線のかき方を確実に理解している。

	
	
	B
	垂直や平行な直線に関心をもち，自分でかこうとする。
	垂直や平行の意味に基づいて，垂直や平行な直線のかき方を考えることができる。
	三角定規や方眼紙を使って，垂直や平行な直線をかくことができる。
	垂直や平行な直線のかき方を理解している。

	
	③四角形
	A
	四角形に関心をもち，進んで調べようとする。
	平行な辺の組の数を根拠にして四角形を分別し，それらの相互の関係を説明することができる。
	台形，平行四辺形，ひし形を手際よく作図できる。
	台形，平行四辺形，ひし形の意味やそれらの性質を確実に理解している。

	
	1 
	B
	四角形に関心をもち，身の回りからさがそうとする。
	平行な辺の組の数を根拠にして四角形を分別することができる，
	台形，平行四辺形，ひし形を正しく作図できる。
	台形，平行四辺形，ひし形の意味やそれらの性質を概ね理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	6
小
数
	①小数の表し方
	A
	0.1Lで測ったときのはしたの表し方を進んで調べようとする。
	0.1を10等分して新しい単位をつくり，そのいくつ分かで表す表し方を考え，説明することができる。
	いろいろな数量を小数第3位までの小数で手際よく表すことができる。
	小数第3位までの小数で表す仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	0.1Lで測ったときのはしたの表し方を調べようとする。
	0.1を10等分して新しい単位をつくり，そのいくつ分かで表す表し方を考えることができる。
	いろいろな数量を小数第3位までの小数で表すことができる。
	小数第3位までの小数で表す仕方を概ね理解している。

	
	②小数のしくみ
	A
	小数のしくみに関心をもち，整数と関連づけてしくみを調べようとする。
	小数が整数と同じように十進数位取り記数法に従っていることを考え，説明することができる。
	小数を10倍や100倍した数，10や100でわった数を手際よく求めることができる。
	小数の構成やしくみを確実に理解している。

	
	
	B
	小数のしくみに関心をもち，そのしくみを調べようとする
	小数が整数と同じように十進数位取り記数法に従っていることを考えることができる。
	小数を10倍や100倍した数，10や100でわった数を求めることができる。
	小数の構成やしくみを概ね理解している。

	
	③小数のたし算・
ひき算

	A
	小数のたし算・ひき算に関心をもち，進んで計算しようとする。
	0.01のいくつ分と考えたり，位毎に分けて考えたりして，多面的に考えることができる。
	よどみなく小数のたし算・ひき算ができる。

	小数のたし算・ひき算の意味や計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	小数のたし算・ひき算に関心をもち，計算しようとする。
	0.01のいくつ分と考えたり，位毎に分けて考えたりすることができる。
	確実に小数のたし算・ひき算ができる。
	小数のたし算・ひき算の意味や計算の仕方を理解している。

	算数の自由研究
	ふしぎな輪
	A
	「ふしぎな輪」に関心をもち，いろいろなやり方で試してみようとする。
	輪の大きさやつなぎ方を変えるとどんな形ができるかを筋道立てて考え，説明することができる。
	輪の大きさやつなぎ方を変えて，手際よく調べることができる。
	輪の大きさやつなぎ方を変えるといろいろな形ができることを確実に理解している。

	
	
	B
	「ふしぎな輪」に興味をもち，やってみようとする。
	輪の大きさやつなぎ方を変えるとどんな形ができるかを見当づけることができる。
	輪の大きさやつなぎ方を変えて調べることができる。
	輪の大きさやつなぎ方を変えるといろいろな形ができることを概ね理解している。

	7
式
と
計
算
の
順
じ
ょ
	①式とその計算の
順じょ
	A
	式のきまりや計算の順序について進んで調べようとする。
	(　)を使うと1つの式に表したり計算の順序を変えられることを考え，説明することができる。
	(　)を用いて1つの式に表したり，計算の順序を考えて手際よく計算することができる。
	(　)の意味や四則の混じった計算の順序について確実に理解している。

	
	
	B
	式のきまりや計算の順序について調べようとする。
	(　)を使うと1つの式に表したり計算の順序を変えられることを考えることができる。
	(　)を用いて1つの式に表したり，計算の順序を考えて計算することができる。
	(　)の意味や四則の混じった計算の順序について理解している。

	
	②計算のきまり
	A
	計算のきまりに関心をもち，進んで計算のきまりを使って計算しようとする。
	計算のきまりを使って，計算の仕方を工夫して考え，説明することができる。
	計算のきまりを用いて工夫し，手際よく計算をすることができる。
	交換法則，結合法則，分配法則等の計算のきまりを確実に理解している。

	
	
	B
	計算のきまりに関心をもち，調べようとする。
	計算のきまりを使って，計算の仕方を工夫して考えることができる。
	計算のきまりを用いて工夫し，計算をすることができる。
	交換法則，結合法則，分配法則等の計算のきまりを理解している。

	
	③計算の間の関係
	A
	計算の間の関係に関心をもち，進んでそれらの相互の関係を調べようとする。
	□に当てはまる数がどんな計算で求められるかを考え，加法と減法および乗法と除法が逆算関係にあることに気づき，説明することができる。
	□に当てはまる数を，逆算関係を用いて手際よくみつけることができる。
	加法と減法および乗法と除法が逆算関係にあることを確実に理解している。

	
	
	B
	計算の間の関係に関心をもち，それらの相互の関係を調べようとする。
	□に当てはまる数がどんな計算で求められるかを考え，加法と減法および乗法と除法が逆算関係にあることに気づことができる。
	□に当てはまる数を，逆算関係を用いてみつけることができる。
	加法と減法および乗法と除法が逆算関係にあることを概ね理解している。

	
	④式のよみ方
	A
	式の表す意味に関心をもち，進んで図と結びつけて説明しようとする。
	式の表す意味を，図と結びつけて考え，説明することができる。
	式の表す意味を簡潔に図で表すことができる。
	式のよみ方を確実に理解している。

	
	
	B
	式の表す意味に関心をもち，図をと結びつけて考えようとする。
	式の表す意味を，図と結びつけて考えることができる。
	式の表す意味を図で表すことができる。
	式のよみ方を概ね理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	8
2

け
た
で
わ
る
わ
り
算
の
筆
算
	①何十でわるわり算
	A
	何十でわるわり算に関心をもち，進んで計算しようとする。
	10を単位にして既習の計算に帰着させ，計算の仕方を考え，説明することができる。
	何十でわるわり算が手際よくできる。
	何十でわるわり算の意味や計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	何十でわるわり算に関心をもち，計算しようとする。
	10を単位にして既習の計算に帰着させ，計算の仕方を考えることができる。
	何十でわるわり算ができる。
	何十でわるわり算の意味や計算の仕方を理解している。

	
	②商が1けたになる
筆算
	A
	進んで，2桁でわる筆算の仕方を考えようとする。
	既習の1桁でわる筆算と同じように筆算の仕方を考え，説明することができる。
	商が1桁になる筆算を手際よく計算できる。
	商が1桁になる筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	2桁でわる筆算の仕方を考えようとする。
	既習の1桁でわる筆算と同じように筆算の仕方を考えることができる。
	商が1桁になる筆算を確実に計算できる。
	商が1桁になる筆算の仕方を理解している。

	
	③商が2けた，3けたになる筆算
	A
	進んで商がどの位から立つかを見当づけ，筆算をしようとする。
	商が1桁になるわり算に基づいて筆算の仕方を考え，説明することができる。
	手際よく商が2桁，3桁になる筆算ができる。
	商が2桁，3桁になる筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	商がどの位から立つかを見当づけ，筆算をしようとする。
	商が1桁になるわり算に基づいて筆算の仕方を考えることができる。
	商が2桁，3桁になる筆算ができる。
	商が2桁，3桁になる筆算の仕方を理解している。

	
	④わり算のせいしつ
	A
	わり算の性質に関心をもち，進んで計算に活用しようとする。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算の仕方を考え，説明することができる。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算の答えを手際よく求めることができる。
	除数と被除数に同じ数をかけてもわっても，商は変わらないことを確実に理解している。

	
	
	B
	わり算の性質に関心をもち，活用しようとする。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算を考えることができる。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算の答えを確実に求めることができる。
	除数と被除数に同じ数をかけてもわっても，商は変わらないことを理解している。
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そろばん
	
	A
	進んでそろばんを使って小数を表したり，小数のたし算やひき算をしたりしようとする。
	定位点を一の位として，右に1桁ずつずらして，整数と同じように計算の仕方を考え，説明することができる。
	そろばんを用いて小数のたし算やひき算が手際よくできる。
	そろばんを使った小数の計算のたし算やひき算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	そろばんを使って小数を表したり，小数のたし算やひき算をしたりしようとする。
	定位点を一の位として，右に1桁ずつずらして，整数と同じように計算の仕方を考えることができる。
	そろばんを用いて小数のたし算やひき算ができる。
	そろばんを使った小数の計算のたし算やひき算の仕方を概ね理解している。

	発見！算数島
	はりのまわる角度
	A
	針がつくる角度に関心をもち，1回転より大きい角度についていろいろ調べようとする。
	1回転より大きい角の大きさについて，360°を基に考え，説明することができる。
	1回転より大きい角の大きさを手際よく求めることができる。
	回転角の意味や1回転より大きい角の大きさの求め方を確実に理解している。

	
	
	B
	針がつくる角度に関心をもち，1回転より大きい角度をいろいろつくろうとする。
	1回転より大きい角の大きさについて，360°を基に考えることができる。
	1回転より大きい角の大きさを求めることができる。
	回転角の意味や1回転より大きい角の大きさの求め方を理解している。

	
	ぼうグラフと
折れ線グラフ
	A
	棒グラフと折れ線グラフをよみ，他にも両方が一緒にかいてあるグラフをさがそうとする。
	棒グラフと折れ線グラフの特徴を理解し，それらの用途を考え，説明することができる。
	棒グラフと折れ線グラフの特徴を手際よくよみとり，比較できる。
	棒グラフと折れ線グラフの特徴を確実に理解している。

	
	
	B
	棒グラフと折れ線グラフをよみ取ろうとする。
	棒グラフと折れ線グラフの特徴を理解し，それらの用途を考えることができる。
	棒グラフと折れ線グラフの特徴をよみとり，比較できる。
	棒グラフと折れ線グラフの特徴を理解している。

	
	形づくり
	A
	「形づくり」に関心をもち，進んでいろいろな形をつくろうとする。
	根拠をもって各ピースの並べ方を考え，説明することができる。
	手際よく並び変えて，台形，平行四辺形，直角三角形，長方形をつくることができる。
	各ピースを並び替えていろいろな形をつくるおもしろさを感得している。

	
	
	B
	「形づくり」に関心をもち，いろいろな形をつくろうとする。
	根拠をもって各ピースの並べ方を考えることができる。
	試行錯誤的に並び変えて，台形や平行四辺形，直角三角形や長方形をつくることができる。
	各ピースを並び替えていろいろな形がつくれることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	発見！算数島
	小数まほうじん
	A
	小数の魔方陣に関心をもち，進んでいろいろつくろうとする。
	整数の魔方陣を基に，いろいろな小数の魔方陣のつくり方を考え，説明することができる。
	手際よくいろいろな小数の魔方陣をつくることができる。
	小数の魔方陣のつくり方を確実に理解している。

	
	
	B
	小数の魔方陣に関心をもち，自分でもつくろうとする。
	整数の魔方陣を基に，小数の魔方陣のつくり方を考えることができる。
	小数の魔方陣をつくることができる。
	小数の魔方陣のつくり方を概ね理解している。

	
	計算のきまりを使って
	A
	数字カードに関心をもち，答えが0～9になる式を進んでつくろうとする。
	計算の順序やきまりを使って筋道立てて考え，説明することができる。
	4，3，2，1の数字カードを使って，手際よく答えが0～9になる式をつくることができる。
	計算の順序やきまりの活用の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	数字カードを使って，答えが0～9になる式づくりに取り組もうとする。
	計算の順序や計算のきまりを用いて，考えることができる。
	4，3，2，1の数字カードを使って，答えが0～9になる式をつくることができる。
	計算の順序やきまりの活用の仕方を理解している。

	
	計算にんじゃ村
	A
	自分に合ったコースを選んで，進んでわり算の筆算に取り組もうとする。
	2桁でわるわり算の筆算の仕方を振り返って統合的に捉え，計算の仕方を説明することができる。
	手際よくわり算の筆算をして，選択したコースを進むことができる。
	2桁でわるわり算の筆算の仕方の理解を確実に深めている。

	
	
	B
	自分に合ったコースを選んで，わり算の筆算に取り組もうとする。
	2桁でわるわり算の筆算の仕方を振り返って統合的に捉えることができる。
	わり算の筆算をして，選択したコースを進むことができる。
	2桁でわるわり算の筆算の仕方を理解している。
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